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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年11月17日(2010.11.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太さが０．３デニール以下の極細短繊維が互いに絡み合っている不織布と、前記不織布
内に位置し、且つ前記不織布の極細短繊維に絡み合っており、経糸密度及び緯糸密度が４
０～７０本／インチであり、８ｋｇｆの荷重下で測定した静荷重伸び率が１０～３０％で
ある織物または編物とからなり、密度が０．２００～０．２５０ｇ／ｃｍ２である複合シ
ートを含み、前記織物または編物が、ポリエチレンテレフタレート糸、ポリトリメチレン
テレフタレート糸、ポリアミド糸、ポリウレタン糸、ポリエチレン糸及びポリプロピレン
糸からなる群から選択された１種または２種以上の原糸で構成され、前記複合シート内に
はポリウレタンが充填され、３５～６０ｋｇｆ／５０ｍｍの縦方向及び横方向の引長強度
と、８～２５％の縦方向及び横方向の静荷重伸び率を有することを特徴とする強度及び伸
び率特性に優れた車両用または家具用のスエード調人工皮革。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　具体的に、８ｋｇｆの荷重下で測定した静荷重伸び率が１０～３０％である織物または
編物を準備し、溶解または分割後の太さが０．３デニール以下になる極細短繊維ウェブを
準備した後、ニードルパンチング方法によって織物または編物層と極細糸ウェブ層を接合
させる。ニードルは織物または編物層が破損しないようにするため、バーブの数が一つ以
下のニードルを使用し、バーブの角度を調整して織物または編物との接触確率を最小化す
る。接合のために必要なパンチング密度は１ｃｍ２の単位面積当り１５００～３０００回
であることが好ましい。織物または編物が接合された状態における複合シートの密度は０
．２００～０．２５０ｇ／ｃｍ２程度になるようにする。
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